
○　教育研究水準の向上のための取組

○ 国際的な大学評価活動の展開や我が国の大学情報の海外発信の観点から，各大学の戦略に基づき公表が考えられる情報の例

１　教育活動の規模と内容

（１）基本的な情報（指標の例）

修業年限期間に卒業する学生の割合

教員の構成に関する情報

教員当たり学生数（フルタイムとパートタイム教員）

各授業の平均学生在籍数

インターンシップの機会の提供状況

中途退学率

（２）学位授与数

（３）外国人教員数

（４）研究成果の生産性や水準

論文数・論文被引用数

海外研究機関との共同研究・連携に関する情報

その他優れた研究成果を示す指標等

（５）教育外部資金の獲得状況

２　教育の国際連携の状況

明確な目標の設定

国際的な諸課題への取組の姿勢

情報を収集，分析する機能の充実

５　外部レビュー等の実施状況

上記大学との教員・学生交流や単位互換，ダブル・ディグリー等に関する実績を示す指標

入学後の生活に関する項目：宿舎整備，日本語指導，カウンセリング，学内文書の英語化，経済的支援等

入学手続に関する項目：入学要件（年齢・学歴）及び卒業資格要件，渡日前入学や独自の現地入試実施，日本留学試験の利用状況
等

英語による授業のみで学位を取得可能なコースの設置状況等

公　表　す　る　事　項

卒業後の進路状況（進学率，就職率，資格取得の状況等）
（明確な方針に基づく教育課程とその水準）

修得すべき知識・能力の明確化と，それを体系的に修得できる教育課程

３　大学としての戦略

４　留学生への対応

単位認定，学位認定，成績評価の基準（大学として統一方針）

国内外の大学によるネットワークへの参加状況等

学位取得後の就職等の状況に関する項目：大学における学生支援の体制，就職後の進路，海外におけるインターンシップを含む企業
との連携状況，ＯＢ会など卒業後のネットワーク形成状況等

上記に基づく学修成果を明示するのにふさわしい学位の名称

計画的な履修方針に基づいた授業科目名や，その体系（いわゆるナンバリング）とシラバス（学内の関連する学問分野で共通化）

協定を締結している海外の大学との教員・学生交流や単位互換，ダブル・ディグリー等に関する実績を示す指標

学位取得に関する項目
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特色ある教育研究活動の状況

教職員の職能開発の状況等

「各大学の戦略に基づき公表が考えられる情報」の公表事項

公　表　す　る　事　項

各種評価の結果を踏まえた教育改善

入学後の教育に関する項目： Ｔ Ａ ， Ｒ Ａ によるサポート， 留学生のＴＡ，ＲＡとしての活用


